23　表彰に関する規定
第○条（表彰の種類）

１．表彰の種類は次の各号のとおりとする。

(1)　業績表彰

(2)　永年勤続表彰

(3)　特別表彰

第○条（業績表彰）

１．業績表彰は、従業員が次の各号のいずれかに該当する場合に行う。

(1)　業務に関し抜群の努力と能力を発揮し、その業績が特に顕著であると認められたとき

(2)　業務の効率化や改善等について優れた提案を行い、コスト削減や作業能率の増進等、会社業績に貢献したと認められたとき

(3)　会社が定める服務規律を遵守して業務に精励し、人格、技能など特に他の従業員の模範になったと認められたとき

２．前項の業績表彰は、前年４月１日から当年３月31日を対象期間として、所属長の推薦に基づき表彰会議において審査し決定する。

第○条（永年勤続表彰）

１．永年勤続表彰は、入社から起算して勤続10年、同15年、同20年、同25年、同30年に達した従業員を対象として行う。

２．前項の勤続年数は毎年４月１日現在をもって計算し、１年未満の端数は切り捨てる。

３．前各項の規定にかかわらず、勤続期間における勤務成績が一般に比べて著しく劣る等、永年勤続表彰をすることが適当でないと表彰会議において認められた者は表彰しない。

第○条（特別表彰）

１．特別表彰は、従業員が次の各号のいずれかに該当する場合に行う。

(1)　社会的貢献により会社及び従業員の名誉となる行為があったと認められたとき

(2)　事故や災害を未然に防止し、又は非常の災害に際して特に功労があったと認められたとき

(3)　その他前各号に準じる程度の功績や功労があったと認められたとき

２．前項の特別表彰は、所属長の推薦に基づき表彰会議において随時審査し決定する。

第○条（表彰の方法）

１．表彰の方法は次のとおりとし、原則として毎年４月の全体会議時に表彰する。

(1)　業績表彰及び特別表彰

表彰状及び賞品又は賞金（金額は都度決定する）

(2)　永年勤続表彰

①　勤続10年　表彰状及び旅行券○○円分

②　勤続20年　表彰状及び旅行券○○円分

③　勤続30年　表彰状及び旅行券○○円分

２．前項第２号の旅行券を授与された者は、旅行後に所定の永年勤続表彰旅行報告書を提出するものとし、１年以内に旅行券を使用しなかった場合は返還するものとする。
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